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　【
う
ら
へ
続
く
】

　

安
倍
首
相
が
来
年
10
月
、

消
費
税
率
10
％
を
表
明

（
15
日
）。
「
と
ん
で
も

な
い
。
消
費
税
は
収
入
の

少
な
い
人
に
負
担
を
強
い

る
逆
進
性
の
悪
税
だ
」

「
今
、
必
要
な
の
は
大
企

業
や
富
裕
層
に
応
分
の
負

担
を
求
め
る
税
制
の
改
革

国
民
欺
き
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
開
始

　

安
倍
首
相
「
Ｔ
Ａ
Ｇ
」
卑
劣
な
ね
つ
造

　

９
月
26
日
の
日
米
首
脳

会
談
で
新
た
な
２
国
間
の

貿
易
協
定
の
交
渉
開
始
が

合
意
さ
れ
ま
し
た
。
安
倍

首
相
は
、
こ
れ
は
「
Ｔ
Ａ

Ｇ
」
（
物
品
貿
易
協
定
）

交
渉
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

拒
否
し
て
き
た
Ｆ
Ｔ
Ａ

（
自
由
貿
易
協
定
）
交
渉

で
は
な
い
と
弁
明
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
「
Ｔ
Ａ
Ｇ
」
と

い
う
言
葉
は
、
合
意
し
た

日
米
共
同
声
明
の
英
文
の

正
文
の
ど
こ
に
も
な
く
、

ま
た
在
日
米
国
大
使
館
訳

に
も
な
く
、
日
本
政
府
訳

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

Ｋ
Ｙ
Ｂ
が
免
震
装
置
の

検
査
デ
ー
タ
偽
造
。
「
振

動
を
抑
え
る
オ
イ
ル
ダ
ン

パ
ー
の
検
査
記
録
を
長
年

に
わ
た
っ
て
改
ざ
ん
し
て

い
た
」
「
マ
ン
シ
ョ
ン
や

病
院
、
事
務
所
、
庁
舎
な

ど
１
０
０
０
物
件
以
上
に

設
置
し
て
い
た
」
「
都
庁
、

五
輪
会
場
な
ど
も
含
ま
れ

て
い
る
」
「
日
本
の
も
の

づ
く
り
へ
の
信
頼
が
、
ま

た
失
わ
れ
た
。
罪
深
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

だ
け
に
あ
り
ま
す
。
翻
訳

ま
で
ね
つ
造
し
、
ウ
ソ
で

国
民
を
欺
く
卑
劣
極
ま
る

や
り
方
で
す
。
合
意
し
た

の
は
紛
れ
も
な
い
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
で
す
。

　

日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ
交
渉
で
は

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
譲
歩
し
た
線
か

ら
い
っ
そ
う
の
譲
歩
を
迫

ら
れ
ま
す
。
ト
ラ
ン
プ
政

権
は
自
動
車
の
高
関
税
を

脅
し
に
使
っ
て
農
産
物
の

関
税
を
下
げ
ろ
と
迫
り
、

際
限
な
い
脅
し
で
日
本
の

農
業
は
身
ぐ
る
み
剥
が
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
の
う
え
自
動
車
へ
の
高

関
税
を
回
避
で
き
る
保
証

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

食
料
主
権
は
じ
め
日
本

の
経
済
主
権
を
身
ぐ
る
み

米
国
に
売
り
渡
す
亡
国
の

合
意
を
、
安
倍
首
相
の
ウ

ソ
・
ご
ま
か
し
で
通
す
わ

け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

器
廃
絶
を
求
め
る
「
ヒ
バ

ク
シ
ャ
国
際
署
名
」
の
目

録
を
提
出
し
ま
し
た
。
昨

年
10
月
に
約
５
１
５
万
人

分
の
署
名
を
同
委
員
会
に

提
出
し
て
お
り
、
新
た
に

３
０
０
万
人
以
上
か
ら
署

名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

ジ
ン
ガ
議
長
は
、「
こ

ん
な
に
目
を
見
張
る
ほ
ど

た
く
さ
ん
の
署
名
を
集
め

て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
。

ヒ
バ
ク
シ
ャ
が
つ
ら
い
経

験
を
共
有
し
、
尊
厳
の
う

ち
に
生
き
る
こ
と
を
選
ん

だ
こ
と
に
大
変
感
銘
を
受

け
ま
し
た
」
と
応
じ
ま
し

た
。

務
局
長
と
濱
住
治
郎
事
務

局
次
長
が
、
国
連
総
会
第

１
委
員
会
（
軍
縮
・
国
際

安
全
保
障
）
の
議
場
を
訪

れ
、
ジ
ン
ガ
議
長
と
国
連

の
中
満
泉
軍
縮
担
当
上
級

代
表
に
面
会
し
、
８
３
０

万
４
０
３
人
分
の
、
核
兵

　

日
本
原
水
爆
被
害
者
団

体
協
議
会
の
木
戸
季
市
事

ヒ
バ
ク
シ
ャ
国
際
署
名

核
兵
器
廃
絶
へ
８
３
０
万
人
分

　

国
連
に
「
連
絡
会
」
が
提
出

　

医
学
部
入
試
不
正
問
題
。

「
昭
和
大
学
は
２
次
試
験

で
現
役
と
浪
人
で
差
を
つ

け
た
こ
と
を
認
め
た
」「
女

子
の
入
学
比
率
を
低
く
し

て
い
る
の
は
医
学
部
だ
け

だ
」
「
問
題
が
あ
る
と
思

っ
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
。

医
学
界
は
お
か
し
い
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

九
州
電
力
が
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
に
発

電
の
一
時
停
止
を
実
施

余った政党助成金を私物化
　　残ったら国庫に返せ
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【
職
場
か
ら
の
続
き
】

　

米
空
軍
特
殊
作
戦
機
Ｃ

Ｖ
22
オ
ス
プ
レ
イ
が
10
月

１
日
、
在
日
米
軍
横
田
基

地
に
正
式
配
備
さ
れ
ま
し

た
。
２
０
１
５
年
５
月
に

突
然
通
告
さ
れ
、
24
年
ご

ろ
ま
で
に
段
階
的
に
10
機

に
増
や
し
人
員
も
約

４
５
０
人
配
備
す
る
計
画

で
す
。

　

Ｃ
Ｖ
22
の
任
務
は
、
米

軍
の
戦
争
で
真
っ
先
に
特

殊
作
戦
部
隊
を
敵
地
奥
深

横
田
基
地
正
式
配
備

オ
ス
プ
レ
イ
わ
が
物
顔

　
　

ア
ジ
ア
へ
の
出
撃
拠
点
化

横田基地にオスプレイはいらない
       　10.27 東京大集会
　　10 月 27 日（土）　午後 1:30 開会
　　福生市・多摩川中央公園

　　　　　（青梅線「牛浜駅」より徒歩 12 分）

 　　・国会、都議会情勢報告、リレートーク

         ・アピール行進（午後 2:50 出発）

初開催 ＪＣＰサポーターまつり
ワイワイ楽しみ おいしく食べて リアルにつながる

　　10 月 28 日（日）10：00 ～ 17：00
　　会場：都立青山公園　南地区・多目的広場

　　　東京メトロ千代田線「及木坂駅」下車
　　　　５番出口から徒歩５分

　　入場無料。誰でも参加できます。

（
13
、
14
日
）。
「
川
内

原
発
、
玄
海
原
発
の
再
稼

働
に
よ
る
も
の
だ
」
「
原

発
を
止
め
て
再
エ
ネ
を
優

先
す
る
よ
う
に
需
給
バ
ラ

ン
ス
す
べ
き
だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　

原
発
事
故
の
東
電
強
制

起
訴
裁
判
。
「
元
副
社
長

の
被
告
人
質
問
で
、
原
発

の
津
波
対
策
に
つ
い
て
知

ら
ぬ
、
存
ぜ
ぬ
だ
。
ひ
ど

い
」
「
東
電
元
社
員
は

15
・
７
ｍ
の
津
波
試
算
を

報
告
し
た
際
、『
水
位
を

下
げ
ら
れ
な
い
か
』
と
言

わ
れ
た
と
証
言
し
て
い

く
に
投
入
す
る
こ
と
で
す
。

横
田
基
地
を
拠
点
に
、
訓

練
は
首
都
圏
周
辺
か
ら
北

の
三
沢
基
地
、
南
の
岩
国

基
地
へ
。
低
空
飛
行
や
夜

間
訓
練
は
頻
繁
で
、
わ
が

物
顔
の
振
る
舞
い
で
す
。

　

Ｃ
Ｖ
22
の
配
備
に
よ
っ

て
横
田
基
地
が
ア
ジ
ア
で

の
軍
事
的
戦
略
的
拠
点
に

な
り
ま
す
。
南
北
首
脳
会

談
で
の
「
平
壌
宣
言
」
な

ど
ア
ジ
ア
地
域
で
の
平
和

的
な
流
れ
に
逆
行
す
る
も

の
。
オ
ス
プ
レ
イ
の
配
備

撤
回
の
声
を
高
め
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

る
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は

性
暴
力
と
た
た
か
う
二
人

が
受
賞
し
た
」
「
性
暴
力

を
根
絶
す
る
強
い
意
志
を

き
っ
ぱ
り
と
示
し
た
」「
ノ

ー
ベ
ル
経
済
学
賞
の
一
人

　

国
連
の
気
候
変
動
に
関

す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
（
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
は
、
地
球
温
暖

化
が
こ
の
ま
ま
進
め
ば

２
０
３
０
～
52
年
の
間
に

１
・
５
度
に
達
す
る
と
し

た
特
別
報
告
書
を
公
表
し

ま
し
た
。

　

報
告
書
は
、
パ
リ
協
定

の
目
標
で
あ
る
「
１
・
５

度
未
満
」
に
す
る
対
策
と

し
て
、
30
年
ま
で
に
世
界

の
Ｃ
Ｏ
２
の
年
間
排
出
量

を
10
年
比
で
約
45
％
削
減

す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
、

各
国
に
削
減
目
標
の
見
直

し
を
迫
っ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
50
年
前
後
に
は
排
出

量
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
必

要
が
あ
る
と
し
て
、
世
界

の
電
源
構
成
で
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
割
合
を
70

～
85
％
に
す
る
こ
と
、
Ｃ

Ｏ
２
排
出
量
が
大
き
い
石

炭
火
力
発
電
を
ゼ
ロ
に
す

る
こ
と
な
ど
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。

　

温
暖
化
対
策
は
一
刻
も

猶
予
が
あ
り
ま
せ
ん
。
原

発
と
石
炭
火
力
発
電
を
基

幹
電
源
に
位
置
づ
け
る
安

倍
政
権
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
」
は
撤
回
し
、

根
本
的
に
見
直
す
べ
き
で

す
。

IPCCが特別報告
日本政府は
温暖化への警告を受け止めよ
 原発と石炭火力発電の撤退を

は
炭
素
税
を
提
唱
し
た
人

だ
」

　
　

×　
　
　
　

×

　
「
急
に
秋
が
深
ま
っ
た
。

あ
の
暑
さ
が
う
そ
の
よ
う

だ
」
「
季
節
外
れ
の
桜
が

咲
い
た
と
こ
ろ
も
。
台
風

の
塩
害
だ
と
い
う
」

内
九
段
の
17
歳
０
カ
月
の

記
録
を
31
年
ぶ
り
に
塗
り

替
え
る
快
挙
で
す
。

　
「
赤
旗
」
は
伝
統
文
化

で
あ
る
将
棋
に
い
ち
早
く

注
目
。
日
本
将
棋
連
盟
の

協
力
の
も
と
、
若
手
だ
け

で
な
く
、
ア
マ
チ
ュ
ア
や

女
流
棋
士
に
も
道
を
開
く

新
た
な
棋
戦
を
つ
く
り
、

新
人
王
戦
が
１
９
６
９
年

10
月
に
始
ま
り
ま
し
た
。

羽
生
永
世
七
冠
や
佐
藤
名

人
ら
が
歴
代
優
勝
者
に
並

び
、
一
流
棋
士
へ
の
登
竜

門
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
が

主
催
す
る
第
49
期
将
棋
新

人
王
戦
で
藤
井
聡
太
七
段

が
優
勝
し
ま
し
た
。
16
歳

２
カ
月
で
の
獲
得
は
、
森

第 49 期将棋新人王戦
（しんぶん赤旗主催）

藤井聡太七段新人王に
　31 年ぶり最年少更新

福島第１原発の汚染水

処理後も 8 割が基準超
　コントロール不能を露呈

　

福
島
第
１
原
発
事
故
で

敷
地
内
の
タ
ン
ク
に
た
ま

っ
て
い
る
放
射
能
汚
染
水

の
約
８
割
に
、
環
境
中
に

出
す
場
合
の
基
準
値
を
超

え
る
放
射
性
物
質
が
含
ま

れ
て
い
た
こ
と
を
、
東
電

が
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　

東
電
は
発
生
す
る
高
濃

度
汚
染
水
に
つ
い
て
、
放

射
線
の
濃
度
を
下
げ
る

「
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ(

ア
ル
プ
ス

)

」
に
通
す
こ
と
で
、
ト

リ
チ
ウ
ム
以
外
の
62
種
類

の
放
射
性
物
質
の
濃
度
を

基
準
以
下
に
で
き
る
と
説

明
し
て
き
ま
し
た
。

　

安
倍
首
相
は
、
汚
染
水

を
「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き

て
い
る
」
と
し
て
き
ま
し

た
が
、
実
際
に
は
そ
う
で

な
い
こ
と
が
露
呈
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
事
態
を
放

置
し
た
政
府
の
責
任
が
問

わ
れ
て
い
ま
す
。

（日本共産党）


